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農食環境学群　環境共生学類

講師 千葉　　崇 ちば たかし

博士（環境学）

自然再生学

①沿岸環境

②津波堆積物

③環境指標生物

沿岸域における環境指標生物を用いた環境変化の抽出
研究の概要・特徴
日本の都市は完新世堆積物（過去およそ1万年間で積もった堆積物）が厚く堆積した低地に集中している．そのため都市の多くは，海水準変
動といった沿岸環境変動，地震，津波及び高潮等の影響を大きく受けやすいという特徴がある．こうした点から，日本の沿岸域の地形や環境
に着目して，古生物学，地質学や環境学的な立場から，過去に起こった津波などの自然災害あるいは人口改変の影響といった人為的な環境変
化を抽出する研究を行っている．特に堆積物中に化石としても良く残る藻類の1つである「珪藻」を対象として，野外調査や培養から，環境
指標となる種を選定し，研究に用いている．また，堆積物の構成物，粒径や密度といった基礎的性質に基づき，津波堆積物を飛砂，火山灰質
の砂，河川堆積物などから識別することを試みている．

珪藻の環境指標種設定から地質学への応用まで
の手順

  

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
・野外における地形測量や，堆積物の構成物や物性といった基礎資料としてのデータ収集をベースとして，人だけでなく家畜の避難にも応用
できるハザードマップの作成を目指す．
・地質及び環境コンサルタントを主な対象として，専門技術に基づく調査・分析法の提案を行う．
・研究を通した環境・防災教育の積み重ねとプレゼンテーション技能の習得を目指す．
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